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の 人 口 

9,616 人 （減22) 

4,576 人 （減13) 

5,040 人 （減9 ) 

3,158 世帯（減6 ) 

出生 12人 転入 23人 

死亡 7人 転出 50人 

（昭和57年8月末日現在） 

夏の終りに多彩な行事 初めての楽しい屋外体験 

【キャンプファイヤーを囲みたのしいひととき】 

『千燈明』 で行く夏惜しむ 

5 支所 四ッ葉会 

8月21日、午後6時半から5支所鋤木田四ッ葉 

会（野村雅教会長。38世帯）では、恒例の 『千燈 

明」 行事を行いました。 

子どもすもう大会、ラムネ早飲み競争、カラオ 

ケ大会、ダンスと盛りだくさんのプログラムが用 

意され、子どもたちは、大はしゃぎで行く夏を惜 

しむかのように、 

夜遅くまで踊り、 

語り明かしました0 

57年 

n 支所 わかば子ども会こキャンプこ 

夏休みの8 月21日、22日の2日間、第11支所 

『わかば子ども会』 では、約50人（子ども会35 

人、育成会15人）が参加し、地元の若八幡神社 

（本町）境内でこ子ども会キャンプこを行いま 

した。 

例年のこ夏のタベミを変更して今年初めて行 

われたこのキャンプは、 1 日目飯ごう炊飯にバ 

ーベキュー、夜のキャンプファイヤーを囲んだ 

ゲームや歌、また、きもだめし、花火大会など 

楽しい一夜をすごしました。二日目も朝食は自 

炊にはじまり、ソフトボール大会などが行われ、 

日頃できないこの屋外体験は、今後の子ども会 

活動の発展に役立つことでしょう。 

来年は、すこし遠方まで行くよう企画してい 

るそうです。 

【親子でダンス、5支所四ッ葉会のみなさん】 

なお、この四ッ葉会は、昭和52年、地区住民の親睦を目的に設立された会で、町の 

公民館行事への参加や、汐干狩り、キャンプと会独自の行事も取り組み、地域のコミ 

ュニティー創りに大きな役割を果しています。また、 『千燈明』 という行事は各地に 

あるようですが、昔、牛馬が農家にとって大切な働き手であった頃、牛馬の病いが流 

行し、人びとは、近くの守護神に燈明千本を立て、厄払いをし、子どもすもうをしたの 

が由来と言われています。 

10月は町民税3期分・国民健康保険税4期分の納税月です。 
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多
趣
、
多
様
な
職
員
の
 

芸
に
爆
笑
の
渦
 

【橋本美穂さん（8歳）の踊りにうっとり 
見入るお年寄り】 

赤
池
町
の
敬
老
会
は
、
気
 

候
な
ど
を
考
慮
し
て
、
今
年
 

も
一
月
遅
れ
の
十
月
十
五
日
 

に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
（
藤
野
 

八
郎
荘
長
、
四
十
六
人
入
荘
）
 

で
は
、
九
月
十
六
日
、
香
月
 

町
長
、
山
下
町
議
会
厚
生
常
 

任
委
員
長
を
招
持
し
て
、
敬
 

老
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

藤
野
荘
長
の
司
会
で
、
踊
 

り
、
唄
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
芸
 

新
チ
 

天
郷
荘
敬
老
会
 

達
者
な
職
員
が
多
い
ホ
ー
ム
 

な
ら
で
は
の
敬
老
会
で
し
た
。
 

中
で
も
、
大
久
保
、
中
島
両
 

職
員
の
 
「
愛
の
水
中
花
」
 
で
 

会
場
は
爆
笑
の
渦
。
ま
た
久
 

松
職
員
の
 
「
九
段
の
母
」
 
で
 

は
、
離
れ
て
暮
ら
す
我
が
子
 

を
思
っ
て
か
、
お
年
寄
り
の
 

目
に
は
、
涙
が
光
っ
て
い
ま
 

し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
の
 

敬
老
会
は
、
お
年
寄
り
と
職
 

員
の
心
が
一
体
と
な
っ
た
、
 

す
ば
ら
し
い
敬
老
の
会
で
し
 

た。 
( 
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互 来 無 れ 行 四イ建 五 か 月 ， 
扶 の 診 は わ 十 康 十 ら 十 》 
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精 で 、の し の 優 度 場 午 s 
神 あ 国 一 た 表 良 の で 前 、 

九
月
十
六
日
午
前
 

十
時
か
ら
、
役
場
で
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
 

国
民
健
康
保
険
優
良
 

家
庭
四
十
五
人
の
表
 

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
こ
の
一
 

年
間
無
診
療
で
、
国
 

保
本
来
の
目
的
で
あ
 

る
相
互
扶
助
D
精
神
 

1 
イ ム 

1 

グ上 
ル野 
ス 

初 
陣 
飾 
れ 
ず 

【新チーム、上野イーグルスのみなさん】 

毎
年
、
夏
休
み
の
練
習
成
果
の
発
表
 

の
場
と
し
て
、
各
地
の
強
豪
チ
ー
ム
を
 

招
待
し
て
行
わ
れ
て
い
る
赤
池
町
少
年
 

軟
式
野
球
大
会
が
、
九
月
五
日
、
町
民
 

球
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
佐
賀
県
か
ら
の
招
待
チ
ー
 

ム
を
は
じ
め
、
地
元
赤
池
か
ら
ニ
チ
ー
 

ム
合
計
八
チ
ー
ム
で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
 

を
行
い
、
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
は
穎
田
ラ
 

イ
オ
ン
ズ
と
対
戦
、
 
一
対
八
で
敗
れ
ま
 

し
た
が
、
強
豪
を
相
手
に
し
た
ハ
ツ
ー
フ
 

ツ
と
し
た
プ
レ
ー
が
好
感
を
よ
び
、
今
 

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
赤
池
ク
ラ
ブ
は
北
九
州
の
吉
 

甲
フ
イ
オ
、
て
ス
と
対
戦
、
〇
対
十
一
で
 

敗
れ
、
共
に
二
回
戦
進
出
は
成
り
ま
せ
 

ん
で
し
た
。
 

な
お
、
上
野
イ
ー
グ
ル
ス
は
、
今
年
 

四
月
、
新
し
く
上
野
駐
在
所
勤
務
と
な
 

っ
た
重
田
寿
吉
さ
ん
が
、
少
年
の
非
行
 

防
止
と
健
全
育
成
と
い
う
目
的
で
、
E
 

野
地
区
全
体
の
小
学
生
を
対
象
に
、
P
 

T
A
会
長
の
太
田
宏
さ
ん
ら
に
呼
び
か
 

け
、
六
月
に
結
成
し
た
ば
か
り
の
新
チ
 

ー
ム
で
す
。
 

現
在
一
区
か
ら
五
区
ま
で
の
四
年
生
 

か
ら
六
年
生
ま
で
二
十
六
人
が
、
重
田
 

寿
吉
監
督
、
三
宅
嘉
一
助
監
督
の
元
で
 

一
生
懸
命
練
習
し
て
い
ま
す
。
 

同
チ
ー
ム
で
は
、
小
学
校
三
年
生
の
 

入
部
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
 

望
者
は
重
田
さ
ん
か
三
宅
さ
ん
へ
連
絡
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

【健康優良家庭として表彰を受けるみなさん】 

を
よ
く
理
解
さ
れ
、
五
十
六
年
度
ま
で
 

の
納
税
を
完
納
さ
れ
た
方
を
健
康
優
良
 

家
庭
ど
し
て
表
彰
し
た
も
の
で
、
表
彰
 

状
と
記
念
品
（
番
茶
器
セ
ッ
ト
）
が
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
四
十
五
人
は
、
次
の
方
 

が
た
で
す
。
 

（
敬
称
略
〕
 

佐
藤
貢
（
天
郷
荘
）
林
イ
ト
（
同
）
村
 

坂
軍
太
（
同
）
松
本
幸
則
（
皿
山
）
名
 

本
真
二
（
原
）
島
田
鉄
夫
（
天
郷
）
白
 

井
忠
（
堀
田
）
城
野
三
男
（
常
福
）
久
 

原
幸
子
（
同
）
松
岡
晃
（
原
田
）
宮
崎
 

フ
サ
子
（
諏
訪
山
）
小
松
巧
（
大
浦
）
 

梶
野
健
次
（
草
場
）
木
村
キ
ョ
（
八
の
 

三
）
平
川
政
光
（
八
の
四
）
黒
土
ノ
ブ
 

（
東
組
）
木
月
茂
美
（
岩
屋
組
）
柿
本
 

信
治
（
上
の
原
）
宇
野
チ
ョ
ノ
（
貴
船
）
 

近
藤
隆
市
（
本
町
）
土
師
君
子
（
同
）
 

本
多
計
年
（
昭
和
町
）
藤
川
温
水
（
猿
 

畑
）
川
原
シ
ゲ
ノ
（
稲
荷
）
高
原
義
明
 

（
車
道
）
古
川
龍
徳
（
同
）
今
住
フ
サ
 

子
（
同
）
乾
信
子
（
同
）
朝
倉
信
子
（
 

徳
人
原
）
山
内
与
荘
（
同
）
藤
重
武
（
 

10月15日金 

午前11時から 

赤池町民会館 

大正2年3月31日 

以前に生れた方 
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ニ
つ
の
大
会
で
活
躍
 

田
赤
池
チ
去
 

八
月
八
日
、
十
時
か
ら
飯
塚
市
体
育
 

館
で
全
筑
豊
地
区
少
年
剣
道
大
会
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
気
温
三
十
三
、
四
度
と
い
 

う
猛
暑
の
中
で
総
勢
八
百
人
の
少
年
少
 

女
剣
士
が
技
を
競
い
合
い
最
後
ま
で
見
 

事
な
竹
刀
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

赤
池
か
ら
出
場
し
た
選
手
の
成
績
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

〔
個
人
戦
〕
男
子
ー
三
位
沢
井
撤
（
響
）
 

女
子
1

一
位
平
野
カ
ォ
リ
（
穀
）
 

木
村
陽
子
（
響
）
 

郡
体
で
も
大
活
躍
 

三
位
 

同
じ
く
八
月
八
日
、
川
崎
町
民
会
館
 

で
第
二
十
一
回
郡
民
体
育
大
会
の
剣
道
 

の
競
技
が
、
日
程
を
繰
り
上
げ
て
開
催
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
チ
ー
ム
は
、
予
選
か
ら
選
手
の
 

都
合
で
先
鋒
抜
き
の
四
人
で
戦
い
、
見
 

事
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
、
決
勝
で
は
、
 

先
鋒
不
戦
敗
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
 

が
、
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
て
の
活
躍
は
 

見
事
な
も
の
で
し
た
。
 

参
加
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

先
鋒
廿
不
在
、
四
将
廿
長
谷
川
政
二
（
 

鶏
）
、
中
堅
井
田
島
成
人
（
購
）
、
副
 

将
廿
武
未
一
郎
（
鷲
）
、
大
将
井
太
田
 

淳
一
 

（
驚
）
、
監
督
廿
上
村
常
夫
（
声
）
 

〔
文
中
敬
称
略
〕
 

伏
原
）
三
隅
タ
カ
ェ
（
高
尾
）
神
野
寿
 

美
恵
（
松
本
）
平
岡
義
明
（
東
町
）
浦
 

田
梅
治
（
同
）
岩
城
昭
二
（
中
町
）
水
 

上
光
夫
（
北
町
）
水
上
正
（
新
町
）
木
 

村
秀
芳
（
西
町
）
伊
田
屋
加
代
（
同
）
 

安
田
虎
男
（
同
）
堀
池
友
行
（
同
）
門
 

柳
久
吉
（
伏
原
）
野
口
勝
昭
（
町
伏
原
）
 

野
崎
正
文
（
同
）
 

》
、
、
、
も
も
く
I
、
く
る
、
ノ
、
ノ
、
る
も
く
る
く
 

交
通
事
故
『
ゼ
口
』
 

を
願
っ
て
 

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を
前
に
し
 

た
九
月
十
六
日
、
赤
池
町
交
通
安
全
推
 

進
協
議
会
（
香
月
章
会
長
）
な
ら
び
に
 

田
川
交
通
安
全
協
会
赤
池
支
部
（
奥
永
 

昭
政
支
部
長
）
か
ら
、
町
内
の
小
中
学
 

校
お
よ
び
四
保
育
所
に
、
交
通
安
全
旗
 

と
ホ
イ
ッ
ス
ル
バ
ト
ン
が
贈
ら
れ
ま
し
 

た。 各
学
校
、
保
育
所
で
は
、
さ
っ
そ
く
 

校
門
付
近
に
設
置
し
、
交
通
事
故
撲
減
 

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 【町長から安全旗を受け取る3校長】 

× 
行政相談週間 

10月17日～23日 

親
切
、
て
い
ね
い
、
迅
速
 

な
窓
ロ
を
め
ぎ
し
て
 

あ
な
た
の
生
活
と
行
政
を
つ
な
ぐ
 

パ
イ
プ
、
そ
れ
が
行
政
相
談
業
務
で
 

す
。
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
行
政
へ
 

の
苦
情
ゃ
要
望
を
聞
き
、
解
決
を
図
 

っ
て
く
れ
る
の
が
、
行
政
相
談
委
員
 

で
す
。
 

今
年
も
 
「
親
切
、
て
い
ね
い
、
迅
 

速
な
窓
口
を
め
ざ
し
て
」
の
統
ー
テ
 

ー
マ
の
下
に
、
十
月
十
七
日
か
ら
「
 

行
政
相
談
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
各
県
に
行
政
 

監
察
局
を
設
置
し
、
市
町
村
に
は
、
 

特
に
お
願
い
し
た
、
皆
さ
ん
の
相
談
 

相
手
と
な
っ
て
い
た
だ
く
行
政
相
談
 

委
員
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

相
談
内
容
 

道
路
、
河
川
、
年
金
、
生
活
保
護
、
 

交
通
安
全
、
公
害
、
登
記
な
ど
、
役
 

所
の
仕
事
は
も
と
よ
り
、
公
社
、
国
 

鉄
、
事
業
団
な
ど
が
行
う
仕
事
に
つ
 

い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
 

相
談
窓
口
 
九
州
管
区
行
政
監
察
 

局
（
福
岡
市
博
多
区
）
 

/
 廿

0
9
2
1
4
3
1
1
7
0
8
1
 

和
名
 
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
〕
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
 

出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
ま
う
と
い
う
こ
 

と
か
ら
、
ま
た
、
雷
が
無
く
な
る
月
と
 

も
い
わ
れ
る
。
 

1
日
（
金
）
 

共
同
募
金
運
動
は
じ
ま
る
 

覚
せ
い
剤
・
麻
薬
事
犯
取
 

り
締
り
強
化
月
間
 

法
の
日
 

更
衣
 

十
五
夜
 

5
日
（
火
）
 

婦
人
学
級
（
躍
薦
〕
 

6
日
（
水
）
 

料
理
教
室
（
躍
鉛
）
 

7
日
（
木
）
 

心
配
ご

と
相
談
（
響
紗
「
）
 

9
日
（
土
）
 

町
統
一
秋
祭
り
（
程
曜
）
 

10 

日
（
日
）
 

町
統
一
秋
祭
り
（
叫
哨
）
 

体
育
の
日
 

12 

日
（
火
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
如
雑
嬬
）
 

14 

日
（
木
）
 

養
命
大
学
（
鵬
館
）
 

15 

日
（
金
）
 

町
敬
老
会
（
躍
麓
）
 

17 

日
（
日
）
 

行
政
相
談
所
・
心
配
ご
と
 

19 18 
日 日 

火 月 

24 20 

相
談
所
開
設
（
響
紗
じ
 

三
種
混
合
（
m
昨
稽
乞
 

婦
人
学
級
（
鵬
麓
）
 

行
政
相
談
所
開
設
（
柳
恥
勲
）
 

日
（
水
）
 

料
理
教
室
（
躍
麓
）
 

日
（
日
）
 

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

26 

日
（
火
）
 

27 

日
（
水
）
 

28 

日
（
木
）
 

こ
肥
壌
巾
畔
（
n
蔭
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
m
繊

竺

 

心
配
ご
と
相
談
（
紗
署
い
じ
 

読
書
週
間
は
じ
ま
る
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
駕
鷲
「
）
 

養
命
大
学
（
鵬
麓
）
 

ノ
 

行
政
相
談
所
が
 

開
設
さ
れ
ま
す
 

ノ
 

あ
な
た
の
生
活
と
行
政
を
つ
な
ぐ
 

パ
イ
プ
役
と
し
て
、
お
気
軽
に
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

週
間
中
の
行
事
と
し
て
、
赤
池
町
で
 

は
次
の
日
程
で
行
政
相
談
所
を
開
設
い
 

た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
日
頃
も
っ
 

て
い
る
悩
み
や
要
望
を
申
し
出
て
下
さ
 

い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
、
 

費
用
は
無
料
で
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
 

10 

月
 17 

日
（
日
）
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
 

10 

月
 19 

日
（
火
）
 

中
尾
生
活
館
 

▼
時
間
 

午
前
 10 

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
 

な
お
、
毎
月
七
の
日
（
七
日
・
十
七
 

日
・
二
十
七
日
）
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
 

行
わ
れ
て
い
る
 
『
心
配
ご
と
相
談
』
で
 

も
同
じ
内
容
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
 

ま
す
。
 

当
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
岡
田
宗
 

治
氏
（
本
町
一
）
で
す
。
 

マ
連
絡
先
 

廿
赤
池
2
5
9
5
 

岡田宗治氏 

、
 



~ 

(5） 第237 号 昭和57年10月1日 あ か い け 報
 

広
 

昭和57年10月1日 第237 号 け
 

い
 

か
 

あ
 

口
反
 

工
立
十
 

広
 

⑩
江
戸
時
代
の
 

農
民
の
く
ら
し
 

苦
し
い
農
民
の
く
ら
し
 

に
つ
い
て
の
べ
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
 

い
っ
き
 

百
姓
一
撲
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

〈
百
姓
鳶
）
 

海
水
な
ど
の
災
害
で
稲
な
ど
の
砧
榔
 

が
悪
か
っ
た
年
や
、
畿
貢
が
引
き
上
げ
 

ら
れ
た
と
き
に
は
、
農
民
た
ち
は
、
決
 

ね
ん
ぐ
 

め
ら
れ
た
年
貢
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
 

ね
ん
ぐ
 

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
年
貢
を
へ
ら
し
 

て
も
ら
う
よ
う
に
役
所
に
願
い
出
ま
し
 

た。 

そ
れ
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
い
と
き
 

町公民館で挙式 

郎小総購則 さん 
（赤勉瞬上野 23歳） 

児谷みど‘)さん 
（直方市植木 21歳） 

1 
ま 

し‘ 

」憂しい 

お子さんは男の子と女の子 

つほしいそうで、す。 

× 

II "lI 

みんなの つ
 

へ
 

風
 

』

 

一露 ー
 
ー
 
ー
 

r 

れ
づ
れ
に
 

広場 ⑩
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

o
梅
雨
な
が
く
あ
け
れ
ば
残
暑
久
し
く
 

て
 

〇
冷
し
む
ぎ
つ
け
だ
し
う
ま
し
軽
き
昼
 

〇
日
の
落
ち
て
秋
立
つ
気
配
峡
近
く
 

〇
僧
の
打
つ
盆
会
の
鉦
の
こ
こ
ろ
浸
む
 

〇
新
盆
や
病
室
の
姥
あ
は
れ
果
つ
 

〇
孟
蘭
盆
会
老
い
の
噌
み
こ
ざ
っ
ぱ
り
 

〇
踊
り
の
輪
ち
び
っ
子
大
勢
手
ぶ
り
よ
 

さ
 

け
 

に
は
、
い
っ
せ
い
に
村
を
た
ち
の
い
た
 

り
准
郡
費
展
層
）
が
代
表
者
と
な
っ
 

て
、
大
名
や
代
官
に
う
っ
た
え
出
た
り
 

し
ま
し
た
。
 

お
ば
ま
は
ん
 

小
浜
藩
（
福
井
県
）
で
は
、
城
の
改
 

ね
ん
ぐ
 

築
費
用
に
あ
て
る
と
い
っ
て
、
年
貢
を
 

引
き
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
城
が
で
 

き
あ
が
 

ね
ん
ぐ
 

っ
て
も
年
貢
は
、
元
通
り
に
下
 

げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

そ
こ
で
、
農
民
た
ち
は
大
名
に
願
い
 

出
ま
し
た
が
、
藩
は
、
そ
の
名
主
た
ち
 

を
と
ら
え
て
、
ろ
う
に
入
れ
て
し
ま
い
 

ま
し
た
。
し
か
し
、
名
主
の
子
で
そ
の
 

な
が
も
ち
 

か
し
ら
だ
っ
た
青
年
の
松
木
長
操
は
、
 

そ
れ
に
も
く
っ
せ
ず
う
っ
た
え
続
け
ま
 

し
た
。
そ
し
て
、
九
年
後
に
よ
う
や
く
 

願
い
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
 
し
か
 

し
、
長
操
は
、
藩
の
お
き
て
を
破
っ
た
 

も
の
と
し
て
、
死
刑
に
な
り
ま
し
た
。
 

百
姓
一
撲
は
、
そ
の
後
、
し
だ
い
に
 

ー
つ
の
藩
全
体
を
ま
き
こ
む
ほ
ど
の
、
 

大
が
か
り
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
 

ね
ん
ぐ
 

た
。
農
民
た
ち
は
、
年
貢
を
へ
ら
し
て
 

ほ
し
い
と
か
、
役
人
が
悪
い
こ
と
を
す
 

る
と
か
、
う
っ
た
え
出
る
だ
け
で
な
く
、
 

む
し
ろ
旗
を
た
て
、
か
ま
や
竹
や
り
を
 

も
っ
て
城
下
に
お
し
か
け
、
力
づ
く
で
 

藩
と
こ
う
し
ょ
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
 

、

！

 

!
 

,

I

 

、
 

、I
ー
 

遺
 

旬
 

集
 池

田
一
歩
 

家
康
の
言
葉
に
「
人
の
一
生
は
重
荷
 

を
負
う
て
遠
き
道
を
行
く
が
如
し
急
ぐ
 

べ
か
ら
ず
。
」
と
云
う
訓
戒
が
あ
る
。
 

し
げ
ん
 

当
時
と
し
て
は
、
真
に
至
言
で
あ
っ
 

た
と
思
う
。
し
か
し
、
今
日
で
は
飛
躍
 

的
に
寿
命
も
伸
び
て
実
に
三
十
年
近
い
 

開
き
が
生
じ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
 

こ
の
長
い
人
生
を
重
荷
を
負
う
て
生
き
 

て
ゆ
く
と
な
れ
ば
、
考
え
た
だ
け
で
も
 

へ
き
え
き
 

大
変
で
肝
易
す
る
。
 

人
は
生
い
た
ち
に
依
っ
て
、
或
い
は
 

境
遇
の
違
い
で
生
き
方
も
千
差
万
別
で
 

あ
る
。
ま
た
昔
と
違
っ
て
今
日
で
は
生
 

活
も
格
別
の
苦
労
も
な
く
、
社
会
保
障
 

制
度
も
整
備
さ
れ
て
暮
し
や
す
く
な
っ
 

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
反
面
や
や
も
す
 

れ
ば
怠
惰
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
 

人
は
置
か
れ
た
立
場
の
違
い
は
あ
っ
 

て
も
、
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う
 

r
「
”
翠
鞭
 

鏑
加
連
勲
の
歩
み
 

福
羅
柏
籍
品
 

誠
紺
ら
鯵
軒
「
麟
年
舞
鳶
篤
響
難
難
一
」
一
 

判
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
昌
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
ョ
 

の
で
す
。
 

百
姓
一
撲
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
 

全
国
で
三
、
〇
〇
〇
回
以
上
も
お
こ
っ
 

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

小
倉
藩
で
は
、
台
風
や
洪
水
な
ど
に
 

よ
る
き
き
ん
の
災
害
は
、
三
〇
回
を
こ
 

き
ょ
う
ほ
う
 

え
、
中
で
も
亨
保
一
七
年
（
一
七
三
一
一
 

年
）
の
き
き
ん
で
は
、
藩
の
餓
死
者
は
 

四
万
人
と
も
七
万
人
と
も
言
わ
れ
、
全
 

人
口
（
当
時
の
人
口
約
一
五
万
人
）
の
 

三
分
の
ー
か
ら
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
 

半
数
に
も
お
よ
ぶ
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
 

田
川
郡
（
人
口
約
三
万
人
）
で
は
、
七
 

千
人
近
く
の
餓
死
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
 

じ
ょ
う
ど
う
U
 

伊
田
成
導
寺
に
は
、
当
時
の
餓
死
者
の
 

ノ
、
よ
う
と
う
 

供
養
塔
が
、
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
餓
死
者
の
中
に
、
武
士
は
一
人
 

も
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

こ
の
こ
と
は
、
い
か
に
、
農
民
か
ら
 

し
ぽ
れ
る
だ
け
し
ぽ
り
取
っ
て
い
た
か
 

を
よ
く
示
し
て
い
ま
す
。
 

藩
は
、
農
民
の
く
ら
し
が
苦
し
い
か
 

ね
ん
ぐ
 

ら
と
い
っ
て
、
年
貢
を
軽
く
す
る
よ
う
 

な
こ
と
は
せ
ず
、
逆
に
増
税
す
ら
し
て
 

ね
ん
ぐ
 

い
ま
す
。
農
民
を
年
貢
を
生
む
道
具
と
 

し
か
考
え
て
い
な
い
藩
の
政
治
に
、
が
 

ま
ん
し
き
れ
な
く
な
っ
た
農
民
は
、
死
 

を
覚
悟
し
て
村
を
逃
げ
出
し
た
り
、
 
一 

撲
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。
 

村
を
逃
げ
出
し
た
者
は
、
年
平
均
一
 

〇
〇
戸
、
四
〇
〇
人
に
達
し
、
 
一
撲
は
、
 

江
戸
時
代
を
通
し
て
二
十
四
件
発
生
し
 

て
い
ま
す
。
 

注
m
名
主
（
庄
屋
）
ー
一
村
の
長
と
し
 

ね
ん
ぐ
 

て
村
内
の
治
安
、
年
貢
取
立
、
祭
 

礼
、
農
業
を
す
す
め
る
な
ど
の
村
 

政
全
般
を
つ
か
さ
ど
り
、
村
外
、
 

領
主
と
の
こ
う
し
ょ
う
に
当
っ
た
。
 

百
姓
一
換
の
お
こ
っ
た
数
 

件 

400 

300 

200 

100 

0 
七七七七七七七七ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、ノ、 
＝三 四 ＝フ』ぐ・七ノ、プt口ー＝．三 四 ＝プ， 

言酷話晶る詰言結読 
年 

世
三
三
三」
三一
三」
三
三
三
三
三
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
I三
一三「
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
示
 

川
 

大
正
 13 
年
6
月
 10 

日
 

全
九
 
暗
殺
予
備
容
疑
で
起
訴
さ
れ
る
 
持
法
が
公
布
さ
れ
る
 

m
 

町
州
水
平
社
機
関
紙
「
水
平
月
報
」
 

同
年
9
月
 24 

日
 

拘
留
中
の
 

同
月
 
全
国
警
察
部
長
会
議
、
m
 

咽
発
刊
（
昭
和
3
年
ま
で
月
刊
と
 
松
本
源
太
郎
、
市
ケ
谷
刑
務
所
 
差
別
糾
弾
に
対
し
取
り
締
ま
り
 
川
 

m

し
て
続
く
）
 

強
化
を
指
示
 

町
 

剛
 

同
月
 20 

日
 

全
国
水
 

願
望
が
あ
り
、
心
を
多
少
で
も
満
し
て
 

く
れ
る
も
の
が
必
要
な
気
が
す
る
。
 

そ
こ
で
生
き
方
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
 

て
く
る
訳
だ
が
。
 

人
間
は
生
き
て
ゆ
く
か
ぎ
り
何
か
の
 

荷
物
は
負
う
て
お
り
、
ま
た
負
う
べ
き
 

で
あ
る
。
何
ひ
と
つ
荷
物
を
負
う
気
が
 

な
い
こ
と
は
、
何
ひ
と
つ
夢
が
無
い
プ
」
 

と
で
も
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
も
荷
物
の
 

ー
つ
か
と
思
え
る
。
例
え
ば
、
将
来
に
 

対
す
る
希
望
、
目
標
を
立
て
、
そ
の
た
 

め
の
精
進
、
努
力
は
一
種
の
荷
物
と
思
 

え
る
。
 

同
じ
荷
物
で
も
捨
て
た
方
が
身
の
た
 

め
と
思
え
る
荷
物
だ
っ
て
あ
る
。
例
え
 

ば
、
嫉
妬
、
羨
望
、
背
伸
び
し
た
虚
栄
 

あ
る
い
は
怨
恨
、
憎
悪
の
類
。
何
か
と
 

身
に
纏
い
付
き
易
い
も
の
で
、
速
や
か
 

に
捨
て
軽
荷
に
す
る
が
賢
明
か
と
思
う
。
 

た
し
な
 

一
つ
の
生
き
方
と
し
て
俳
句
を
噌
む
 

こ
と
に
よ
っ
て
人
生
を
軽
や
か
に
生
き
 

る
こ
と
が
出
来
る
。
自
分
に
合
っ
た
荷
 

物
と
し
て
俳
句
は
、
私
が
提
唱
す
る
軽
 

ノ
 

、
，
ー
 

ーI 

荷
主
義
の
人
生
に
ぴ
っ
た
り
の
趣
味
で
 

あ
る
。
 

前
置
き
が
少
し
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
 

た
が
、
今
回
、
知
鵬
、
故
高
橋
し
げ
を
 

氏
の
遺
句
集
を
編
む
に
当
り
、
故
人
の
 

人
生
の
軌
道
か
ら
思
い
を
同
じ
く
す
る
 

も
の
が
読
み
取
れ
感
慨
ひ
と
入
の
も
の
 

が
あ
り
、
敢
え
て
一
文
を
草
し
、
追
慕
 

の
念
を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

氏
は
糸
田
の
産
で
あ
る
。
か
の
赤
池
 

が
生
ん
だ
と
申
す
よ
り
筑
豊
の
逸
材
、
 

故
句
狂
氏
の
縁
つ
づ
き
で
、
若
い
頃
よ
 

り
俳
句
を
噌
み
か
つ
精
進
を
重
ね
、
や
 

が
て
炭
坑
俳
句
の
作
家
と
し
て
は
他
の
 

追
随
を
許
さ
ず
、
作
風
、
実
力
と
も
に
 

九
州
を
代
表
す
る
俳
人
に
ま
で
練
達
し
、
 

い
え
ど
 

わ
い
 

何
人
と
雛
も
そ
の
価
値
を
み
だ
り
に
歪
 

き
ょ
く
 

曲
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
 

試
み
に
作
品
を
あ
げ
て
見
る
こ
と
に
 

す
る
。
 

授
か
り
し
器
島
蹴
か
こ
な
し
て
 

器
量
と
は
天
性
の
も
の
で
、
か
つ
親
 

か
ら
の
授
か
り
も
の
で
あ
る
。
良
し
悪
 

屋
根
裏
に
 

巨
大
ハ
チ
の
巣
 

皿
山
の
十
時
明
さ
ん
宅
の
屋
根
裏
で
 

直
径
四
十
セ
ン
チ
も
あ
る
巨
大
な
「
あ
 

か
ス
ズ
メ
バ
チ
」
の
巣
が
発
見
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

九
月
三
日
、
無
事
撤
去
さ
れ
ま
し
た
 

が
、
そ
の
間
、
 
ー
カ
月
近
く
は
、
お
ば
 

あ
さ
ん
の
十
時
ァ
サ
子
さ
ん
と
ハ
チ
の
 

追
い
か
け
っ
こ
の
毎
日
。
「
ハ
ェ
打
ち
」
 

で
た
た
く
や
ら
、
夜
う
る
さ
く
て
眠
れ
 

ず
、
寝
床
を
変
え
る
や
ら
。
お
ば
あ
さ
 

ん
は
、
十
回
く
ら
い
刺
さ
れ
、
終
り
頃
 

は
、
も
う
痛
み
を
感
じ
な
い
ほ
ど
に
な
 

っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
ば
あ
さ
ん
の
話
に
よ
る
と
、
三
年
 

ほ
ど
前
か
ら
ハ
チ
の
出
入
り
が
多
く
な
 

っ
た
よ
う
だ
、
と
の
こ
と
。
 

大
量
の
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
人
間
 

で
も
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、
 

当
日
は
、
手
袋
、
面
布
と
完
全
防
備
の
 

う
え
、
殺
虫
剤
で
撤
去
し
ま
し
た
。
 

【
屋
根
裏
の
巨
大
ハ
チ
の
巣
】
 

J
 

J
 

し
の
責
任
の
一
端
は
親
に
も
あ
る
。
器
 

よ
 

量
佳
し
に
加
え
て
女
盛
り
、
し
か
も
夏
 

衣
を
着
こ
な
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
き
、
 

男
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ほ
の
か
な
と
 

き
め
き
を
感
じ
る
も
の
で
、
心
楽
し
い
 

も
の
で
あ
る
。
 

草
風
と
り
呉
る
る
人
う
な
じ
見
せ
 

野
遊
び
な
ど
で
気
の
つ
か
ぬ
う
ち
に
 

草
風
は
つ
く
も
の
で
、
そ
う
し
た
時
に
 

ひ
よ
 

気
さ
く
に
取
っ
て
く
れ
る
女
が
い
る
。
 

そ
の
折
ち
ら
と
見
え
る
う
な
じ
に
女
の
 

色
気
を
感
じ
る
。
 

野
を
焼
き
し
加
概
に
月
の
の
ぼ
り
け
り
 

野
焼
き
と
云
え
ば
か
の
阿
蘇
の
広
大
 

な
原
野
を
思
い
出
す
。
す
さ
ま
じ
か
っ
 

た
野
焼
き
も
終
え
て
勢
子
も
家
路
に
つ
 

く
。
余
燈
な
ほ
残
る
静
か
な
中
に
、
夜
 

a
鄭
お
り
る
折
か
ら
月
が
根
子
の
険
 

に
顔
を
出
し
始
め
る
。
 

人
の
世
の
営
み
と
自
然
と
の
取
り
合
 

わ
せ
を
巧
み
に
捉
え
た
絵
を
見
る
よ
う
 

な
非
凡
な
作
品
で
あ
る
。
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お年寄りの医療費 

の大部分は 

国保の負担です 

, 

監：り二躍“・皿書1帯： 緯」隊誠・山嚇I紺 

鷺鷺轍麟

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
 

病
気
に
な
っ
た
ら
安
心
し
て
お
医
者
さ
 

ん
に
か
か
っ
て
早
く
治
し
て
く
だ
さ
い
。
 

お
年
寄
り
（
七
十
歳
以
上
や
六
十
五
 

歳
以
上
の
寝
た
き
り
老
人
）
は
、
お
金
 

を
窓
口
で
支
払
わ
な
く
て
も
お
医
者
さ
 

ん
に
か
か
れ
ま
す
。
で
も
誤
解
し
な
い
 

で
く
だ
さ
い
。
そ
の
医
療
費
の
大
部
分
 

は
、
み
ん
な
が
国
保
税
を
出
し
合
っ
て
 

い
る
国
保
で
支
払
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

お
年
寄
り
の
医
療
費
は
、
と
て
も
大
 

き
な
額
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
赤
池
町
 

国
保
の
お
年
寄
り
の
医
療
費
は
一
人
当
 

り
平
均
で
年
間
約
五
十
八
万
円
（
昭
和
 

五
十
六
年
度
）
で
す
が
、
こ
れ
は
お
年
 

寄
り
以
外
の
人
の
一
人
平
均
の
約
八
倍
 

に
あ
た
り
、
国
保
全
体
の
医
療
費
の
、
 

ほ
ぼ
五
一
、
四
パ
か
ト
が
お
年
寄
り
の
医
 

療
費
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

お
年
寄
り
の
人
口
は
、
わ
が
国
で
は
 

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
見
込
 

み
で
す
。
そ
れ
に
応
じ
て
増
え
続
け
る
 

、
 

医
療
費
を
ど
う
や
ら
て
保
険
で
賄
っ
て
 

い
く
か
が
、
将
来
に
か
け
て
の
大
き
な
 

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
自
分
の
建
 

康
は
自
分
で
作
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
 

さ
い
。
 

1 人平均・・・・ 

年間583,069円 

医
療
費
の
ム
ダ
 

使
い
を
や
め
ま
し
ょ
う
 

急
病
な
ど
緊
急
や
む
を
え
な
い
 

場
合
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

時
間
外
や
休
日
受
診
は
大
幅
な
割
 

増
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
で
 

き
る
だ
け
や
め
る
よ
う
に
し
ま
し
 

ょ
う
。
ま
た
、
お
医
者
さ
ん
に
も
 

迷
惑
を
か
け
、
適
切
な
医
療
が
受
 

け
ら
れ
な
い
場
合
も
な
い
と
は
い
 

え
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
 

受
診
は
さ
け
ま
し
ょ
う
 

深
夜
、
休
日
、
時
間
外
に
受
診
す
る
 

と
次
の
よ
う
な
大
幅
の
割
増
料
金
が
か
 

か
り
ま
す
。
 

▼
時
間
外
受
診
（
病
院
、
診
療
所
に
掲
 

げ
て
い
る
診
療
時
間
以
外
の
受
診
）
 

〇
初
診
で
六
〇
〇
円
【
七
〇
〇
円
】
 

〇
再
診
で
五
〇
〇
円
【
六
〇
（
U
円】 

▼
休
日
受
診
 

〇
初
診
で
一
、
八
〇
〇
円
【
二
、
 
一
〇
 

〇
円
】
 

〇
再
診
で
一
、
五
〇
〇
円
【
一
、
六
o
 

〇
円
】
 

▼
深
夜
受
診
（
夜
十
時
か
ら
翌
朝
六
時
 

ま
で
）
 

〇
初
診
、
再
診
と
も
三
、
六
O
〇
円
【
 

三
、
七
〇
〇
円
】
 

※
【
 

】
内
は
乳
幼
児
の
料
金
 

以
上
の
時
間
に
電
話
で
お
医
者
さ
ん
 

の
意
見
を
き
い
て
も
割
増
料
金
が
か
か
 

り
ま
す
。
 

急
患
以
外
は
、
時
間
外
受
診
は
避
け
 

ま
し
ょ
う
。
 

国
民
年
金
が
引
き
 

上
げ
ら
れ
ま
し
た
 

今
年
八
月
に
国
民
年
金
法
等
の
改
正
 

法
案
が
成
立
し
、
今
年
も
あ
な
た
の
国
 

民
年
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

拠
出
年
金
は
 

8
月
分
か
ら
4
％
引
き
上
げ
 

国
民
年
金
で
は
、
前
年
度
の
消
費
者
 

物
価
指
数
が
五
パ
か
ト
以
上
変
動
し
た
場
 

合
、
そ
れ
に
見
合
っ
て
年
金
額
を
改
定
 

す
る
こ
と
に
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
昭
和
五
＋
六
年
度
の
消
費
者
物
価
 

指
数
の
変
動
は
四
バ
シ
ト
で
し
た
が
、
年
 

金
受
給
者
の
生
活
実
態
な
ど
を
考
慮
し
 

て
特
例
的
に
八
月
分
か
ら
四
か
『
ン
ト
の
引
 

き
上
げ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

福
祉
年
金
の
改
善
 

福
祉
年
金
で
も
、
年
金
額
の
引
き
ヒ
 

げ
と
と
も
に
、
本
人
所
得
制
限
の
緩
和
 

な
ど
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
福
祉
年
金
 

額
の
引
き
上
げ
は
九
月
分
か
ら
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

計
算
し
て
み
よ
う
 

あ
な
た
の
国
民
年
金
 

毎
月
か
け
金
を
し
て
い
て
も
、
自
分
 

の
年
金
が
い
く
ら
に
な
る
か
ご
存
知
な
 

い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
 

そ
こ
で
今
月
は
老
齢
年
金
の
計
算
方
 

法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

次
の
m
と
②
を
合
わ
せ
た
額
が
、
老
 

齢
年
金
額
で
す
。
 

m
基
本
額
 

(L
6
8
0
王
×
欝
茸
皿
簿
十
》
・

680
田
×
 

融
罪
皿
欝
×
よ
）
×
r

冨N 

②
高
齢
者
加
算
 

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生
れ
た
 

人
に
は
、
次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

650
正
×
（
w
8
1
け
「
ン
ユ
簿
）
×
 

曹
ユ
簿
＋
諦
霧
工
鉢
×
ょ
×
ニ
に
 

言
 

ン
 
皿
 

簿
 

m
＋
②
廿
一
年
間
に
受
け
る
年
金
額
 

、 

ゴ
ミ
の
利
用
証
に
つ
い
て
 

ゴ
ミ
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
 

か
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

下
田
川
清
掃
セ
ン
タ
ー
ゴ
ミ
処
理
場
 

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
下
の
埋
立
地
）
は
、
 

下
田
川
四
カ
町
の
共
有
処
理
場
で
す
が
、
 

近
年
ゴ
ミ
の
処
理
量
が
急
速
に
多
く
な
 

り
、
埋
立
終
了
の
年
数
が
大
巾
に
短
縮
 

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
利
用
者
の
中
に
は
、
他
市
町
 

村
か
ら
の
ゴ
ミ
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
 

り
、
協
議
の
結
果
、
町
内
か
ら
の
ゴ
ミ
 

で
あ
る
こ
と
の
 
「
チ
ェ
ッ
ク
」
を
厳
密
 

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

利
用
証
（
役
場
衛
生
係
で
発
行
）
 

が
な
い
と
処
理
で
き
ま
せ
ん
。
 

印
鑑
を
持
参
し
て
手
続
き
し
て
く
 

だ
さ
い
。
印
鑑
を
忘
れ
た
場
合
は
 

免
許
証
な
ど
に
よ
り
確
認
す
る
こ
 

と
も
あ
り
ま
す
。
 

ゴ
ミ
処
理
場
は
、
下
田
川
四
カ
町
の
 

大
切
な
財
産
で
す
。
こ
の
埋
立
地
を
一
 

年
で
も
永
く
使
え
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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脅
赤
澄
会
鴛
議
 

福
祉
バ
ザ
ー
に
 ご

協
力
く
だ
さ
い
 

会
（
太
田
博
文
会
長
）
で
 

は
、
十
一
月
三
日
・
ば
に
予
 

定
さ
れ
て
い
る
商
工
ま
つ
 

り
に
協
賛
し
て
、
恒
例
の
 

福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
す
る
 

予
定
で
す
。
 

こ
の
バ
ザ
ー
は
、
在
宅
 

老
人
や
身
障
者
の
た
め
、
 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
中
 

心
と
す
る
、
社
会
環
境
の
 

整
備
、
あ
る
い
は
福
祉
団
 

体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
 

の
資
金
と
し
て
使
用
す
る
 

目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
あ
る
御
中
元
な
 

ど
の
残
り
、
あ
る
い
は
少
し
手
入
れ
を
 

す
れ
ば
使
用
で
き
る
家
庭
用
品
、
運
動
 

具
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
か
ら
拠
出
し
 

て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

品
物
の
取
り
ま
と
め
が
で
き
ま
し
た
 

ら
、
近
く
の
社
会
福
祉
協
議
会
役
職
員
 

ま
た
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
廿
4
6
4
6
〕 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
か
ら
 

取
り
に
ま
い
り
ま
す
。
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

身
体
障
害
者
 

の
つ
ど
い
（
集
団
見
合
）
 

が
開
催
さ
れ
ま
す
 

県
内
の
身
体
障
害
者
の
方
で
結
婚
を
 

希
望
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
た
め
、
次
の
 

要
領
で
 
「
申
込
み
者
の
つ
ど
い
」
 

（集 

団
見
合
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

11 

月
7

日
囲
 

10 

時
 30 

分
 

▽
場
所
 

福
岡
市
中
央
区
六
本
町
一
丁
 

目
 
福
岡
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
申
込
期
限
 

10 

月
 25 

日
 

▽
新
規
申
込
手
続
 
次
の
も
の
を
持
参
 

く
だ
さ
い
。
m
申
込
書
②
住
民
票
（
 

再
婚
の
方
は
戸
籍
騰
本
）
⑧
印
か
ん
 

④
写
真
（
全
身
）
 

▽
申
込
先
お
よ
び
間
い
合
せ
先
 
前
記
 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
 
福
岡
県
身
 

体
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
 

廿
0
9
2
 

(

 

7
5
1

)

 

3
2
3
9
 

お
礼
 

老
人
ホ
ー
ム
 

慰
問
の
皆
さ
ん
へ
 

昭
和
五
十
七
年
三
月
か
ら
九
月
十
六
 

日
ま
で
に
、
赤
池
町
立
養
護
老
人
ホ
ー
 

ム
天
郷
荘
に
慰
間
、
金
品
寄
贈
を
い
た
 

だ
い
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
 

ご
ぎ
い
ま
し
た
。
 

〇
3

月
 23 

日
 
梅
本
豪
（
高
尾
）
 

中
古
衣
料
品
 
衣
料
ケ
ー
ス
6
箱
 

〇
4
月
1

日
 
池
田
等
（
赤
池
）
 

中
古
衣
料
品
 

25 

点
 

o
5
月
1

日
 
堀
信
一
 

（
南
町
）
 

中
古
衣
料
品
ケ
ー
ス
5
箱
他
寝
具
 

〇
5
月
 31 

日
 
専
売
公
社
田
川
出
張
所
 

タ
バ
コ
2
6
0
0
本
 

o
6

月
6

日
 
会
津
社
中
（
赤
池
）
 

菓
子
 

ジ
ュ
ー
ス
 

菓
物
 

〇
6

月
9

日
 

上
野
小
学
校
児
童
会
 

玉
ネ
ギ
 30 

』
 

〇
7

月
 22 

日
 
水
永
フ
サ
子
（
市
場
）
 

ス
イ
カ
4
個
 

〇
7

月
 28 

日
 

桃
 50 

個
 

〇
8
月
 13 

日
 

香
月
章
（
伏
原
）
 

舌
間
栄
子
（
上
野
〕
 

冷
凍
ォ
ム
レ
ツ
 50 

個
 

〇
9
月
 16 

日
 

ァ
ワ
ヤ
商
店
 
金
一
封
 

〇
同
 

藤
村
商
店
 
バ
ナ
ナ
 12 

』
 
ナ
 

シ
 15 

』
 

〇
同
 

池
田
牛
乳
店
 
金
一
封
 
プ
リ
 

ン
 50 

個
 

〇
同
 

森
須
美
江
（
天
郷
荘
）
 

カ
ン
 

エンゼルクイズ 

【第76回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

【問 題】 

1、ことわざ、「豚に真珠」、では猫には何と 

いう？ 

⑧念仏 ⑧論語 ⑥小判 

2 、英国国会議事堂の塔の上にある時計の通 

称は？ 

④ビッグ・サム ⑧ビッグ・ベン 

⑥ビッグ・スター 

3 、 「ピロシキ」は何料理？ 

⑧フランス ⑧ィタリア ⑥ロシア 

4 、水泳の個人メドレー、最初の泳法は？ 

⑧バタフラィ ⑧クロール ＠）平泳ぎ 

5 、月が地球と太陽の間に入って太陽が欠け 

て見える現象は？ 

⑧日食 ⑧月食 ⑥月環食 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、10月15日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽選で正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題lA 問題2B 問題3C 

【第75回の解答】 

1 ⑧ 2④ 3 @ 4 ⑧ 5⑧ 

前回の応募総数7 通のうち、正解はありま 

せんでした。 

町財政の悪化により、高額な品物はありま 

せんが、記念となる必需品を用意しています。 

ふるってご応募ください。 

【休館日】 I【仏教法話会】 
4日、11日、18日I lo月13日困午前11時から 

125日 一 ~【福祉バス運行日】 

【演芸日】 I 休館日を除く毎日 
3日、 7日、10日~【心配ごと相談日】 

14日、17日、21日！ 7日、17日、27日 

マ4日、28日、31日~午前10時から午後3時まシ 

ジ
ュ
ー
ス
1
2
0
本
 

〇
同
 

専
売
公
社
田
川
出
張
所
 

タ
バ
 

コ
2
1
0
0
本
 
お
茶
 

〇
同
 

浦
田
五
月
・
十
時
芳
子
 
お
菓
 

子
 41 

袋
 

〇
同
 

赤
池
商
事
 

い
ち
じ
く
2
箱
 

〇
同
 

藤
村
澄
子
（
上
野
）
鰻
頭
 41 

個
 

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

金 金 金 金金 

封
 
山
本
シ
ズ
ェ
（
西
町
）
 

封
 
石
原
 
達
徳
（
石
松
）
 

封
 
山
口
 

友
吉
（
上
天
郷
）
 

封
 
多
田
ア
キ
ェ
（
西
町
）
 

封
 
梶
原
 
康
幸
（
中
町
）
 

【
快
気
祝
】
 

金
五
万
円
 

阿
部
 
貫
一
 

交
通
安
全
協
会
 

【
香
典
返
し
】
 

二
万
 

多
田
今
朝
信
 

（
九
月
十
六
日
現
在
 
敬
称
略
）
 



⑧
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巡
回
婦
人
相
談
 

婦
人
の
幸
福
を
守
り
、
婦
人
の
地
位
 

向
上
の
た
め
の
巡
回
婦
人
相
談
が
行
わ
 

れ
ま
す
。
 

け
 

▽
日
時
 

10 

月
 19 

日
因
 
午
前
 10 

時
か
 

、
 

ら
午
後
3
時
ま
で
 

し
 

▽
場
所
 

田
川
市
松
原
通
り
 
田
川
総
 

か
 

合
庁
舎
内
 
田
川
福
祉
事
務
所
 

あ
 

報
 

広
 

▽
相
談
内
容
 
m
家
庭
内
外
の
紛
争
に
 

つ
い
て
の
相
談
②
離
婚
・
夫
婦
間
の
 

問
題
な
ど
⑧
家
出
・
非
行
問
題
な
ど
 

④
そ
の
他
心
配
ご
と
や
、
身
の
ふ
り
 

方
に
つ
い
て
の
相
談
 

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

心
臓
病
に
 

関
す
る
講
習
会
 

廿
0
9
4
7
4
④
8
1
1
1
 

田
川
心
臓
を
守
る
会
（
江
野
村
助
会
 

長
）
で
は
、
心
臓
病
で
苦
し
み
悩
ん
で
 

お
ら
れ
る
方
の
た
め
に
、
次
の
と
お
り
 

医
師
を
招
き
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
 

▽
日
時
 

10 

月
 10 

日
 
午
前
9
時
 30 

分
 

▽
場
所
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

▽
講
師
 

小
倉
記
念
病
院
外
科
部
長
、
 

伴
敏
彦
先
生
。
同
循
環
器
内
科
部
長
、
 

延
吉
正
清
先
生
。
同
小
児
科
添
田
健
 

先
生
。
田
川
市
立
病
院
内
科
部
長
、
 

小
形
吉
喜
先
生
。
 

▽
連
絡
先
電
話
 

田
川
②
5
2
2
7
 

自
衛
官
募
集
 

①
 

2
等
陸
海
空
士
第
三
次
募
集
（
筑
 

豊
地
区
）
 

陸
上
ー
 10 

月
に
5
人、 

11 

月
に
5

人
 

②
 
高
校
卒
業
予
定
者
の
募
集
 

- 受 付 試験日（場） 

自

衛

官

 

ニ等陸 

海空士 

男子 10月1日以降 受付時に指定 

女子 
9 月20日 
~10月16日 10月20日（豊曹塁） 

看護学生 
日
 

6
 

日日『 
1
 11
 月一 

0
 

1
 11月26日（同 上） 

防衛医科大学校学生 
10月1日 
~ 10月23日 

11月67日（騒勘 
防衛大学校学生 l】月23日（驚姦露） 

③
願
書
提
出
・
問
い
合
せ
先
 
飯
塚
市
 

横
田
八
二
〇
 
飯
塚
募
集
事
務
所
 

廿
0
9
4
8
2
 
d

'
（
×
〕
ョ
仕
「
I
 

特
定
疾
患
の
追
加
 

原
因
が
不
明
で
治
療
方
法
が
確
立
し
 

て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
う
ち
、
 

特
定
疾
患
に
つ
い
て
は
、
治
療
が
極
め
 

て
困
難
で
あ
り
、
医
療
費
も
高
額
な
た
 

め
、
県
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
 

を
公
費
で
負
担
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
は
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
 

ト
病
な
ど
二
十
三
疾
患
の
ほ
か
、
十
月
 

一
日
か
ら
新
た
に
 
「
ウ
イ
ル
ス
動
脈
輪
 

閉
塞
症
」
が
追
加
対
象
に
な
り
ま
し
た
。
 

自
己
負
担
の
あ
る
受
給
資
格
者
で
、
受
 

給
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
住
民
票
、
診
 

断
書
を
添
え
て
、
田
川
保
健
所
に
申
請
 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
そ
の
他
二
十
二
の
疾
患
名
な
 

ど
の
問
い
合
せ
は
最
寄
り
の
保
健
所
、
 

県
衛
生
部
保
健
対
策
課
へ
 

赤
池
橋
バ
ス
停
 

が
移
動
し
ま
す
 

川
端
ポ
ン
プ
座
の
樋
管
改
築
工
事
に
 

伴
い
、
赤
池
橋
バ
ス
停
が
移
設
さ
れ
ま
 

す
。
田
川
方
面
は
、
現
在
よ
り
市
場
方
 

向
へ
百
五
十
メ
ー
ト
ル
、
直
方
方
面
は
 

現
在
よ
り
金
田
方
向
へ
二
百
メ
ー
ト
ル
 

の
地
点
に
移
設
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
仮
設
停
留
所
は
、
十
月
 

下
旬
か
ら
昭
和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
 

日
の
工
事
終
了
ま
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、
 

終
了
後
は
、
元
の
位
置
に
な
り
ま
す
。
 

行
政
書
士
試
験
 

▽
試
験
日
時
・
場
所
 
10 

月
 28 

日
午
後
 

1
時
か
ら
4
時
ま
で
 
福
岡
市
中
央
 

区
長
浜
一
丁
目
 
水
城
学
園
 

▽
受
付
期
間
 

10 

月
1

日
か
ら
 10 

月
 14
 

日
ま
で
 

▽
受
験
手
続
 
受
験
申
込
書
に
書
類
、
 

写
真
、
手
数
料
三
千
五
百
円
を
添
え
 

て
福
岡
県
庁
地
方
課
へ
 

▽
申
込
書
請
求
 
郵
便
で
請
求
す
る
場
 

合
は
、
あ
て
名
明
記
の
六
＋
円
切
手
 

を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
 

▽
間
い
合
せ
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
 

七
の
七
福
岡
県
地
方
課
へ
 

。
0
9
2
 

(

 

6
4
1

)

 

1
1
1
1
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
福
岡
県
京
都
郡
苅
 

田
町
大
字
尾
倉
、
大
字
与
原
、
大
字
 

新
津
、
大
字
新
津
 

〇
墳
墓
数
 

55 

基
 

〇
屈
出
先
 

京
都
郡
苅
田
町
 
苅
田
町
 

役
場
土
地
区
画
整
理
事
務
所
 

〇
届
出
期
限
 

11 

月
1

日
 

マ
墓
地
の
所
在
地
 
徳
島
県
鳴
門
市
里
 

浦
町
里
浦
字
恵
美
寿
三
〇
四
の
一
一
 

〇
墳
墓
数
 

1
5
0
基
 

〇
届
出
先
 
徳
島
県
鳴
門
市
撫
養
町
 

鳴
門
市
役
所
 
環
境
課
 

／ー 

× 

野球部員（中学生）募集 

赤池町少年野球後援会では、中学 

の部の選手を募集しています。 
〇町内在住の中学生 

〇会費 1 人1ケ月2,000円 

〇練習場所 赤池町総合グランド 

〇練習日 毎週火・木‘土 17時から 

〇申し込み、問い合せは 町民会館内 
赤池町体育協会事務局へか4100 

、、 

 ノ 

ク 10 ク ク 10 ク ク ク 10 月 
ク 12 カ ク 8 ク ク ク 7 日 

ク 火 ク ク 全 ク ク ク 木 ●君 

赤
 
池
 
町
 
役
 
場
 

赤
池
駅
前
公
園
 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

あ
 
か
 
い
 
け
 
前
 

八
 

区
 

（
立
花
利
光
氏
宅
前
）
 

草
 
場
 
集
 
会
 
所
 

三
 
区
 
集
 
会
 
所
 

四
 
区
 
公
 
民
 
館
 

大
浦
共
同
作
業
所
前
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

場
 

所
 

13時、 15時 
10時ー 12時 

13時ー 15時 
11時、 12時 

9
時

半

、

 

m

時

半

 

14 

15・・ 

日寺15 

半、 

13時、 14
時 

11時、 12時 

9
時

半

、

 

m

時

半

 

時
 
間
 

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

診

日

程

表

 

11 11 ク 11 11 11 10 ク 10 10 ク 10 月 
8 5 ク 4 2 1 29 ク 28 27 ク 22 日 

月 金 ク 木 火 月 金 中 木 水 ク 金 曜 

み
 

赤
 
池
 
町
 
役
 
場
 

赤
 
池
 
保
 
育
 
所
 

町
営
伏
原
 

団
地
集
会
所
 

中
町
・
南
町
団
地
 

集
会
所
 

三
 
区
 
集
 
会
 
所
 

田
川
農
協
赤
池
支
所
 

大
浦
共
同
作
業
所
 

大

久

保

 

（

大

久

保

サ

カ

キ

氏

宅

前

〕

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

市
 
場
 
集
 
会
 
所
 

草
 
場
 
集
 
会
 
所
 

場
 

所
 

10時ー 15時 
10時、 15時 

13時ー 15時 
10時、 12時 

30時、 15時 

10
1554
山 

10
1554
山 

13時ー 15時 
10
 

1254 
34S
 

10

叫山
13時ー 15時 

10
1234

3 4 

時
 
間
 

秋
期
狂
犬
病
予
防
注
射
日
程
表
 


